
　3月定例会では、2月25日に5人の議員が代表総括質疑を、26日に4人の議員が総括質疑を行い、令和8年度の施政や財政方針
などに関して活発な議論を展開しました。
　紙面の都合により、質疑と答弁の要旨を１人１問ずつ紹介します。

令和８年度施政並びに財政方針令和８年度施政並びに財政方針
及び予算について及び予算について
―「支え合い」の強化について――「支え合い」の強化について―

市民の『安全・安心な暮らし』に資するための市民の『安全・安心な暮らし』に資するための
令和８年度施政並びに財政方針及び令和８年度施政並びに財政方針及び
予算について予算について
―インフラマネジメントの現状と計画性について――インフラマネジメントの現状と計画性について―

令和８年度施政並びに財政方針令和８年度施政並びに財政方針
及び予算について及び予算について
―太田駅南口再開発について――太田駅南口再開発について―
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2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質疑の様子をご覧いただけます。

議　員　ひとり暮らし高齢者の支援
策について伺います。
福祉こども部長　ひとり暮らし高齢者
調査、ふれあい相談員による個別訪
問、はつらつバスツアー、特殊詐欺電
話対策装置の貸与、おとしより見守り
隊などを実施しています。
議　員　避難行動要支援者の個別
避難計画の作成について、前市長が
ふれあい相談員の活用を答弁していま
したが、現状について伺います。
福祉こども部長　福祉作業所と連携
して計画を作成しており、今後もふれ
あい相談員への依頼は考えておらず、
計画作成の推進により、自助の意識を
高めていきたいと思います。
議　員　生活支援体制整備事業にお
ける、地域の自主性、自立性を引き出
す取り組みを地域の担い手の確保に
つなげる取り組みについて伺います。
健康医療部長　地域に存在する身近
な支え合い活動や、人と人とのつながり
を地域の宝として捉え、地域づくりに貢

議　員　土木費が減額される中、老
朽化した道路や橋
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梁など、今後の更新
費用の総額と管理体制について伺い
ます。
都市政策部長　今後40年間の管理
費用は約1,078億円であり、現在、限
られた予算と人員の中で計画的に点
検、管理を行っています。また、地域の
生活道路の補修は各地区で3年ごと
に実施している巡回舗装で、地区や市
民からの要望を受けて行っています。
議　員　きれいに舗装された道路が
数カ月で掘り返され、段差が生じてい
る箇所が散見されますが、二度手間工
事の解消について伺います。
都市政策部長　インフラ事業者とは年
2回の会議で、同じ場所で複数回の工
事とならないよう調整していますが、個
人宅の工事などは把握が困難であり、
またライフラインの工事は許可せざる
を得ないため、工事後の路面の全面
復旧を条件としています。
議　員　優先順位を明確にした計画

議　員　太田駅前の大学整備をはじ
めとしたまちづくりや再開発は、都市整
備にとどまるものではなく、街全体の魅
力向上につながるものでなければなら
ないと考えますが、南口再開発を契機
とした景観形成の方針について伺い
ます。
都市政策部長　南口再開発事業の
進捗状況や大学開校後の学生のニー
ズなどを踏まえて、景観審議会の意見
もいただきながら検討していきたいと
考えています。
議　員　南口再開発については、どの
ような都市像を描いて再開発を位置
付けているかが最も重要と考えます
が、市街地再開発事業や大学整備を
契機としたまちづくりについて、市長の
所見を伺います。
市　長　太田駅周辺のまちづくりに
ついては、中心市街地のグランドデ
ザインの策定を検討しており、まちづ
くりの将来像を令和10年3月の公表
を目指し、定めていきたいと考えてい

献したい人への声掛けを通じて、地域活
動の担い手の発掘につなげています。
議　員　人と人とのつながりを深める
施策と支え合いの地域づくりの推進に
ついて、市長の所見を伺います。
市　長　顔の見える関係づくりと地域
全体で支え合う体制の構築や地域住
民が主体となった地域づくりが推進さ
れるよう支援していきます。

■その他の質問
▷令和８年度予算編成について
▷太田市マネジメントシステムにつ
いて
▷農業振興について

的な工事の実施や修繕の意思決定の
スピードアップ、進
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捗状況を見える化す
ることで市民の安心感につながると考
えますが、市長の所見を伺います。
市　長　限られた予算の中でインフラ
施設ごとの計画に沿って実施していく
ことが最も重要と考えています。また、
道路の破損や小さな不具合について
は、優先順位をつけることなく迅速に
対応しており、ホームページで情報を
公開しています。

■その他の質問
▷市民の安全・安心な暮らしの確保に
ついて

ます。
議　員　公表まで約2年あるため、課
題解決や回遊できる環境づくりが停滞
するのではと懸念されますが、公表前
に先行して取り組む具体的な施策に
ついて伺います。
市　長　令和8年度に都市再生整備
計画の改定を予定しており、大学整備
や南一番街歩道整備のほか、にぎわ
い創出のためのソフト事業などについ
て示していきたいと考えています。

■その他の質問
▷デジタル地域通貨事業について
▷行政ＤＸの推進について

令和８年度施政並びに財政方針令和８年度施政並びに財政方針
及び予算について及び予算について
―子育て支援の方向性について――子育て支援の方向性について―

志友会　松川　翼

議　員　令和8年度から0～2歳児の
保育料が半額補助となることに併せ
て、児童発達支援事業所を利用する
児童は無償となりますが、相談支援員
の不足や支援事業所の質の担保につ
いて伺います。
福祉こども部長　相談支援専門員に
は継続して助成を行い、事業所へは県
が実施する研修などを通じて質の向
上に努めていきたいと考えています。
議　員　保育の質を維持するための
保育士支援について伺います。
福祉こども部長　本市では、国の基
準以上に保育士を配置する保育施設
に対し、市単独補助金を支給していま
す。また、保育士修学資金貸付事業や
保育士奨学金返済支援事業、市内で
勤務する保育士の子どもの保育料無
償化などにより、保育士の確保と質を
向上させ、保育現場の体制強化に努
めていきたいと考えています。
議　員　本市が目指す子育て支援に
ついて、公平性と実効性の観点から、

市長の所見を伺います。
市　長　保育料軽減事業は、就労な
どで家庭での保育が困難と認定され
た世帯を支援するもので、公平性を確
保し、子育て支援の強化につながると
考えています。今後も家庭で育児する
世帯にも十分に配慮し、総合的な子育
て支援が充実した環境づくりに努めて
いきたいと考えています。

■その他の質問
▷外国人児童・幼児の日本語教育に
ついて
▷今後の国際姉妹都市・友好都市の
交流について

代表総括質疑 総 括 質 疑

総 括 質 疑 総 括 質 疑

2026年（令和8年）5月15日号　3


